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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

第49期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 51,720,21745,542,87118,957,30514,286,12071,351,633

経常利益 (千円) 5,504,7483,629,6761,497,3511,363,4966,906,229

四半期(当期)純利益 (千円) 2,759,3982,579,775547,2941,306,1563,747,823

純資産額 (千円) ― ― 15,227,93718,169,35015,751,390

総資産額 (千円) ― ― 66,204,80564,552,38368,283,808

１株当たり純資産額 (円) ― ― 478.02 570.31 494.45

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 86.66 81.02 17.18 41.02 117.71

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 23.0 28.1 23.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 6,771,7822,940,985 ― ― 9,913,238

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,222,100△2,465,241 ― ― △4,518,928

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,112,624△1,126,699 ― ― △3,086,983

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 6,815,0986,611,7937,199,596

従業員数 (名) ― ― 1,214 1,186 1,177

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し　　

　　　

　 ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　従業員数は就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当グループは、当社および子会社17社より構成され、内燃機関・産業機器の製造販売事業および不動産賃

貸事業を展開しています。なお、産業機器事業の内、ドアクローザ、オートドアの製造・販売を行っておりま

したダイハツディーゼルエヌ・エイチ・エヌ株式会社（連結子会社）が、平成21年２月28日をもって解散

を決議し、現在、清算中であります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年12月31日現在

従業員数(名) 1,186（180）

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年12月31日現在

従業員数(名)     923（115）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績　　

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 数量(馬力) 金額(千円)
　
前年同四半期比(％)

　 　 　 　

　内燃機関 　 　 　

　　　船舶用 302,881 11,166,575 75.3

　　　陸用 19,728  2,484,589 98.5

　産業機器 －    461,335 32.4

　不動産賃貸 －           － －

　 　 　 　

合計 　 14,112,501 75.2

(注) １　生産金額算出基礎は、販売価格によっております。

２　産業機器部門の製品は、多種多様であり数量表示は困難であるため省略しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

受注高 受注残高

数量(馬力) 金額(千円)
前年同
四半期比
(％)

数量(馬力) 金額(千円)
前年同
四半期比
(％)

　 　 　 　 　 　 　

　内燃機関 　 　 　 　 　 　

　　　船舶用 91,631
6,398,342

 (5,413,343)
48.4 1,827,533

48,029,157
(21,867,793)

59.0

　　　陸用  8,632
2,847,909
  (385,012)

105.8 46,768
 3,684,440 
        (－)

99.4

　産業機器 －
  420,792 
       (－) 

27.5 －
   126,207 
        (－)

45.3

　不動産賃貸 －
       －
       (－)

－ －
        － 
        (－)

－

　 　 　 　 　 　 　

合計 　
9,667,044

 (5,798,355)
55.5　

51,839,805
(21,867,793)

60.7

(注) １　受注額算出基礎は、販売価格によっております。

２　（　）内は輸出受注高、輸出受注残高を示し、内数であります。

３　産業機器部門の製品は、多種多様であり数量表示は困難であるため省略しております。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 数量(馬力) 金額(千円) 輸出比率(％)
前年同四半期比

(％)
　 　 　 　 　

　内燃機関 　 　 　 　

　　　船舶用 302,881
11,166,575
 (6,544,205)

58.6 75.3

　　　陸用  19,728
  2,484,589 
    (385,012)

15.5 98.5

　産業機器 －
    461,335

          （－）
－ 32.4

　不動産賃貸 －
      173,619 
          （－） －

96.7

　 　 　 　

合計 　
14,286,120
 (6,929,218)

48.5 75.4

(注) １　（　）内は輸出高を示し、内数であります。

２　主要な輸出地域及びその割合は次のとおりであります。

　　　東南アジア（76.3％）、欧州（18.3％）、中南米（3.5％）、北米（1.8％）

  その他（0.1％）

３　産業機器部門の製品は、多種多様であり数量表示は困難であるため省略しております。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析　

当第３四半期連結会計期間（平成21年10月～平成21年12月）における我が国経済は、緩やかな回復基

調に転じているものの、下期以降の円高の進行や、デフレ局面などを背景とした企業業績への懸念、雇用

環境や個人消費の低迷が続くなど、依然として厳しい状況で推移しました。

このような企業環境下、当第３四半期連結会計期間の売上高は14,286百万円（前年同四半期比24.6%

減）となりました。利益面におきましては、営業利益は1,366百万円（前年同四半期比9.3%減）、経常利益

は1,363百万円（前年同四半期比8.9%減）、当第３四半期純利益は1,306百万円（前年同四半期比138.7%

増）となりました。

当第３四半期連結会計期間における当社および連結グループの事業の種類別業績情報は次のとおりで

あります。

・内燃機関関連事業

イ）船舶用

国内外の造船業界が豊富な受注残を保有している状況を受け、主力の新造船向け発電用ディーゼ

ルエンジンを中心に販売台数は増加したものの、大型物件が減少したことにより売上高は減少しま

した。

ロ）陸上用

民間向けを中心にエンジン売上の低迷傾向が続く中、前年同四半期比で売上高は減少しました。
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従いまして、当事業の売上高は部品販売、メンテナンス工事も含めて13,651百万円（前年同四半期比

21.3%減）、営業利益は1,823百万円（前年同四半期比13.9%減）となりました。

　

・産業機器関連事業

前連結会計年度に建築金物関連部門を解散いたしました。アルミホイール部門については前年同四半

期比で売上が減少したものの、円高の影響により利益は増加しました。従いまして、当事業の売上高は461

百万円（前年同四半期比67.6%減）、営業利益は88百万円（前年同四半期比209.3%増）を計上することと

なりました。

　

・不動産賃貸関連事業

当事業の売上高は218百万円（前年同四半期比3.2%減）、営業利益は88百万円（前年同四半期比3.3%

減）となりました。

　

　所在地別セグメントの業績については、以上のような状況のもと、次のとおりであります。

①日本国内

売上高は13,491百万円（前年同四半期比18.4％減）、営業利益は1,808百万円（前年同四半期比8.3％

減）となりました。

②東南アジア

売上高は2,579百万円（前年同四半期比33.7％減）、営業利益は82百万円（前年同四半期比42.4％

減）、となりました。

③その他の地域

売上高は1,296百万円（前年同四半期比27.9％減）、営業利益は47百万円（前年同四半期比56.4％

減）、となりました。

　

（2）財政状態の分析 　

当第３四半期連結会計期間末における資産の部では、第２四半期連結会計期間末から売上債権の回収

が進み、受取手形及び売掛金が、第２四半期連結会計期間末に比べ、1,064百万円減少（前年同四半期比

2,320百万円減少）となりました。たな卸資産につきましては、第４四半期の売上に備えて、第２四半期連

結会計期間末に比べ1,224百万円増加（前年同四半期比1,004百万円減少）となりました。有形固定資産

は、第２四半期連結会計期間末に比べ、160百万円減少（前年同四半期比836百万円増加）し21,663百万円

となりました。資産の部合計については、第２四半期連結会計期間末に比べ、1,156百万円減少（前年同四

半期比1,652百万円減少）し、64,552百万円となりました。

一方、負債の部では、支払手形及び買掛金が第２四半期連結会計期間末に比べ、247百万円減少（前年同

四半期比3,369百万円減少）となりました。また借入金は、返済に努めたことにより、第２四半期連結会計

期間末に比べ、短期借入金の残高は225百万円減少（前年同四半期比2,046百万円減少）し7,505百万円、

長期借入金の残高は、334百万円減少（前年同四半期比1,998百万円増加）し7,259百万円となりました。

負債の部合計では、第２四半期連結会計期間末に比べ、2,334百万円減少（前年同四半期比4,593百万円減

少）し、46,383百万円となりました。 

　純資産の部では、利益余剰金1,306百万円増加（前年同四半期比3,313百万円増加）などにより、第２四

半期連結会計期間末に比べ、1,177百万円増加（前年同四半期比2,941百万円増加）し、18,169百万円とな

りました。 
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（3）キャッシュ・フローの状況の分析 　

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、6,611百万円と第２四半期連結会計期間

末と比べ601百万円の減少となりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の1,830百万円及び売上債権の減少

額924百万円の収入により、たな卸資産の増加額1,226百万円及び法人税等の支払額909百万円の支出があ

りましたが、575百万円の増加（前第３四半期連結会計期間は3,008百万円の増加）となりました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資による有形固定資産の取得に590百万円を支出したこ

とで、802百万円の減少（前第３四半期連結会計期間は990百万円の減少）となりました。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出額368百万円がありました。これ

により、268百万円の減少（前第３四半期連結会計期間は630百万円の減少）となりました。 

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動 

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、502百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま　

　せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況　

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画　

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備のうち、生産能力に重要な影響を及ぼすような設備の

新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年2月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,850,00031,850,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1000株で
あります。

計 31,850,00031,850,000― ―

（注）昭和41年５月２日会社設立資本金10億円のうち現物出資額548,900千円があります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 31,850 ― 2,434,300― 2,150,863
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループから平成21年10月19日付

で提出された変更報告書により、平成21年10月12日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けて

いますが、当社として当第３四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 920 2.89

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 872 2.74

三菱ＵＦＪ投信株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 126 0.40

エム・ユー投資顧問株式会社 東京都中央区日本橋室町３丁目２番15号 128 0.40

三菱UFJアセット・マネジメン
ト(UK)

12-15Finsbury Circus, London, EC2M
7BT, United Kingdom

74 0.23

計 ― 2,120 6.66

                                      

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年9月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 12,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,798,000 31,798 ―

単元未満株式 普通株式 40,000 ― ―

発行済株式総数 31,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 31,798 ―

(注)「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれて

おります。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ダイハツディーゼル㈱

大阪市北区大淀中１丁目１
番30号

12,000― 12,000 0.04

計 ― 12,000― 12,000 0.04

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
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最高(円) 626 607 680 632 587 550 450 401 361

最低(円) 502 520 589 538 535 414 387 306 299

　
（注）最高・最低株価は株式会社大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,685,281 8,390,652

受取手形及び売掛金 13,000,400 16,263,003

たな卸資産 ※2
 14,349,568

※2
 13,476,947

その他 2,813,478 3,554,821

貸倒引当金 △71,051 △119,715

流動資産合計 37,777,677 41,565,709

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,470,866 8,815,672

機械装置及び運搬具（純額） 6,958,977 6,579,262

土地 4,861,133 4,830,124

その他（純額） 1,372,240 1,543,931

有形固定資産合計 ※1
 21,663,218

※1
 21,768,991

無形固定資産 1,651,398 1,524,514

投資その他の資産

投資有価証券 818,076 779,900

その他 2,766,032 2,819,765

貸倒引当金 △124,021 △175,073

投資その他の資産合計 3,460,088 3,424,592

固定資産合計 26,774,705 26,718,098

資産合計 64,552,383 68,283,808

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,239,764 16,977,670

短期借入金 7,505,053 10,845,908

リース債務 676,720 603,878

未払法人税等 220,004 1,058,993

賞与引当金 373,794 774,756

役員賞与引当金 60,000 80,000

その他 6,737,937 8,027,170

流動負債合計 29,813,275 38,368,376

固定負債

社債 － 500,000

長期借入金 7,259,780 4,568,570

リース債務 1,334,435 1,422,335

退職給付引当金 4,357,513 4,032,178

役員退職慰労引当金 423,608 368,398

その他 ※3
 3,194,418

※3
 3,272,559

固定負債合計 16,569,756 14,164,041

負債合計 46,383,032 52,532,418
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,434,300 2,434,300

資本剰余金 2,170,871 2,170,871

利益剰余金 12,992,136 10,667,067

自己株式 △7,918 △7,693

株主資本合計 17,589,389 15,264,545

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 71,483 47,951

繰延ヘッジ損益 △16,559 △42,823

土地再評価差額金 716,306 716,306

為替換算調整勘定 △203,106 △243,239

評価・換算差額等合計 568,123 478,194

少数株主持分 11,837 8,649

純資産合計 18,169,350 15,751,390

負債純資産合計 64,552,383 68,283,808
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 51,720,217 45,542,871

売上原価 37,091,640 33,656,276

売上総利益 14,628,577 11,886,594

販売費及び一般管理費

販売費 7,062,113 6,322,812

一般管理費 1,969,929 1,870,125

販売費及び一般管理費合計 ※１
 9,032,042

※１
 8,192,937

営業利益 5,596,535 3,693,656

営業外収益

受取利息 41,930 21,447

受取配当金 20,815 12,140

為替差益 28,694 －

負ののれん償却額 70,159 46,840

受取補償金 － 44,104

その他 43,650 141,401

営業外収益合計 205,251 265,933

営業外費用

支払利息 258,903 239,352

為替差損 － 48,435

その他 38,134 42,125

営業外費用合計 297,037 329,913

経常利益 5,504,748 3,629,676

特別利益

固定資産売却益 － 502

貸倒引当金戻入額 － 15,552

関係会社清算益 － 468,555

特別利益合計 － 484,609

特別損失

投資有価証券評価損 139,979 －

固定資産売却損 － 1,089

固定資産廃棄損 56,616 18,306

関係会社整理損失引当金繰入額 879,851 －

その他 7,246 4,620

特別損失合計 1,083,693 24,016

税金等調整前四半期純利益 4,421,054 4,090,270

法人税、住民税及び事業税 1,870,497 952,019

法人税等調整額 △209,819 555,875

法人税等合計 1,660,678 1,507,894

少数株主利益 977 2,599

四半期純利益 2,759,398 2,579,775
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 18,957,305 14,286,120

売上原価 14,448,396 10,266,102

売上総利益 4,508,909 4,020,018

販売費及び一般管理費

販売費 2,290,103 2,084,115

一般管理費 712,458 569,482

販売費及び一般管理費合計 ※１
 3,002,561

※１
 2,653,597

営業利益 1,506,347 1,366,420

営業外収益

受取利息 9,338 3,434

受取配当金 3,979 417

為替差益 39,939 23,219

負ののれん償却額 8,610 15,613

その他 18,489 44,039

営業外収益合計 80,357 86,723

営業外費用

支払利息 80,800 78,952

その他 8,552 10,696

営業外費用合計 89,353 89,648

経常利益 1,497,351 1,363,496

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,751 8,365

関係会社清算益 － 468,555

特別利益合計 4,751 476,920

特別損失

投資有価証券評価損 19,225 －

固定資産廃棄損 15,263 6,317

関係会社整理損失引当金繰入額 879,851 －

その他 1,681 3,400

特別損失合計 916,020 9,717

税金等調整前四半期純利益 586,082 1,830,698

法人税、住民税及び事業税 494,695 △370,976

法人税等調整額 △456,486 893,723

法人税等合計 38,208 522,746

少数株主利益 579 1,796

四半期純利益 547,294 1,306,156
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,421,054 4,090,270

減価償却費 1,591,868 2,193,103

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37,870 △99,909

賞与引当金の増減額（△は減少） △482,111 △400,961

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,500 △20,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △245,088 325,335

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16,437 55,210

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 879,851 －

受取利息及び受取配当金 △62,746 △33,587

支払利息 258,903 239,352

投資有価証券評価損益（△は益） 139,979 －

有形固定資産売却損益（△は益） － 586

固定資産廃棄損 56,616 18,306

関係会社清算損益（△は益） － △468,555

売上債権の増減額（△は増加） 1,921,291 3,373,846

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,803,717 △872,863

仕入債務の増減額（△は減少） 3,833,435 △2,841,377

その他 139,356 △306,292

小計 9,657,624 5,252,463

利息及び配当金の受取額 66,860 41,216

利息の支払額 △260,963 △234,703

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,691,739 △2,117,990

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,771,782 2,940,985

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,512,248 △2,568,751

有形固定資産の売却による収入 4,451 3,781

無形固定資産の取得による支出 △12,660 △26,607

投資有価証券の取得による支出 △290 －

投資有価証券の売却による収入 10 1,733

子会社株式の取得による支出 △288,000 －

短期貸付けによる支出 △2,688 －

長期貸付けによる支出 － △2,900

貸付金の回収による収入 10,589 8,925

定期預金の払戻による収入 289,164 775,349

定期預金の預入による支出 △710,430 △656,771

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,222,100 △2,465,241
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,326,055 △1,382,500

長期借入れによる収入 － 4,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,974,064 △2,798,589

社債の償還による支出 △1,240,000 △140,000

自己株式の取得による支出 △812 △225

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △550,517

配当金の支払額 △222,361 △254,866

少数株主への配当金の支払額 △1,440 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,112,624 △1,126,699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △120,329 63,152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,316,727 △587,803

現金及び現金同等物の期首残高 5,498,371 7,199,596

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 6,815,098

※１
 6,611,793
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めておりました「固定資産売却損」は、重要性

が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計期

間の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産売却損」は2,346千円であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「有形固定資産売却損益（△は益）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記すること

としております。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含ま

れる「有形固定資産売却損益（△は益）」は2,346千円であります。

　

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を実施せず、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 27,077,637千円

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 25,678,444千円

　

※２　たな卸資産の内訳 ※２　たな卸資産の内訳

製品 65,459千円

原材料 47,476

仕掛品 14,236,632
　

製品 89,188千円

原材料 292,090

仕掛品 13,095,668
　

※３　負ののれん
  固定負債のその他のうちには、負ののれんが含まれ
ており、のれんと相殺しております。
　相殺前の金額は次の通りであります。
 
のれん 8千円

負ののれん 202,767

差引 202,758

※３　負ののれん
  固定負債のその他のうちには、負ののれんが含まれ
ており、のれんと相殺しております。
　相殺前の金額は次の通りであります。
 
のれん 35千円

負ののれん 249,633

差引 249,598

　 　

　４　四半期末日満期手形の注記 　４　　　　　　──────────

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機
関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものと
して処理しております。
　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、
次のとおりであります。
　　　　
　　　　受取手形         349,532千円
　　　　支払手形         510,625千円

　

　 　
　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳

給料・賃金・賞与 2,777,853千円

貸倒引当金繰入額 46,298

賞与引当金繰入額 146,872

役員賞与引当金繰入額 37,500

退職給付費用 304,504

役員退職慰労引当金繰入額 65,157

減価償却費 97,766

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳

給料・賃金・賞与 2,517,092千円

賞与引当金繰入額 186,967

役員賞与引当金繰入額 60,000

退職給付費用 288,790

役員退職慰労引当金繰入額 73,021

減価償却費 473,667

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳

給料・賃金・賞与 959,280千円

賞与引当金繰入額 26,469

役員賞与引当金繰入額 12,500

退職給付費用 101,228

役員退職慰労引当金繰入額 20,869

減価償却費 37,047

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳

給料・賃金・賞与 685,222千円

賞与引当金繰入額 186,967

役員賞与引当金繰入額 20,000

退職給付費用 89,115

役員退職慰労引当金繰入額 23,702

減価償却費 159,211
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

現金及び預金 8,104,578千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,289,479

現金及び現金同等物 6,815,098

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

現金及び預金 7,685,281千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,073,488

現金及び現金同等物 6,611,793

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び

  当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 31,850,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,063

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 254,706 8 平成21年３月31日 平成21年６月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。　　　
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
内燃機関
(千円)

産業機器
(千円)

不動産賃貸
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

17,353,2151,424,633179,45618,957,305 ― 18,957,305

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ 46,814 46,814(46,814) ―

計 17,353,2151,424,633226,27019,004,119(46,814)18,957,305

営業利益 2,112,91328,735 91,1532,232,803(726,455)1,506,347

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める内燃機関関連事業の割合が、いずれも90％を超えるた

め事業の種類別セグメントの記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
内燃機関
(千円)

産業機器
(千円)

不動産賃貸
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

47,112,6994,067,847539,67051,720,217 ― 51,720,217

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ 140,442140,442(140,442) ―

計 47,112,6994,067,847680,11251,860,660(140,442)51,720,217

営業利益 7,286,06817,556261,9077,565,532(1,968,997)5,596,535

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める内燃機関関連事業の割合が、いずれも90％を超えるた

め事業の種類別セグメントの記載を省略しております。
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(注)１　事業区分の方法：当社グループの事業区分方法は、内部管理上採用している区分によっております。　

　　２　各事業の主な製品　

(1)内燃機関　……　船舶用及び陸用内燃機関並びに同部品

(2)産業機器　……　ドアクローザ、オートドア、アルミホイール

(3)不動産賃貸　…　事務所及び駐車場の賃貸

　　３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（経営企画、管理、

経理等）に係る費用であります。

　前第３四半期連結会計期間　　  712,458千円

　前第３四半期連結累計期間　　1,969,929千円 

　　４　会計処理の方法の変更

　　　前第３四半期連結累計期間

　　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。

　なお、従来の方法によった場合に比べて、損益に与える影響はありません。

　　　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18

年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行ってお

ります。

　なお、従来の方法によった場合と比べて、損益に与える影響は軽微であります。

　　　（換算レートの変更）

　当社は、従来、在外子会社の収益及び費用について、決算日の直物為替相場により円貨へ換算しておりました

が、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨へ換算する方法へ変更しております。

　この変更は、在外子会社の事業規模が拡大したこと及び近年の為替相場の急激な変動を契機として、一時的な

為替相場の変動による期間損益への影響を平準化し、会計期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸

表に反映させるために行うものであります。

　この変更により、当第３四半期連結累計期間においては、従来の方法によった場合と比較し、内燃機関セグメ

ントの売上高は272,389千円、営業利益は240,640千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

13,362,2993,872,8971,722,10818,957,305 ― 18,957,305

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,161,51920,275 75,6013,257,396(3,257,396)―

計 16,523,8193,893,1731,797,70922,214,702(3,257,396)18,957,305

営業利益 1,966,753142,324109,7522,218,830(712,483)1,506,347

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

10,519,8262,557,4601,208,83314,286,120 ― 14,286,120

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

2,971,40922,219 87,2253,080,853(3,080,853)―

計 13,491,2352,579,6791,296,05917,366,974(3,080,853)14,286,120

営業利益 1,808,79282,009 47,8701,938,672(572,251)1,366,420

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

36,190,79710,664,4704,864,94951,720,217 ― 51,720,217

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

12,481,90394,431297,96312,874,298(12,874,298)―

計 48,672,70010,758,9025,162,91364,594,516(12,874,298)51,720,217

営業利益 6,745,094399,022398,4337,542,549( 1,946,014)5,596,535

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア　
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

35,155,5966,792,8713,594,40345,542,871 ― 45,542,871

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

8,810,02569,684250,5749,130,283(9,130,283)―

計 43,965,6216,862,5553,844,97754,673,155(9,130,283)45,542,871

営業利益 5,096,983233,587217,7795,548,350(1,854,693)3,693,656
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(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

　 東南アジア　……　シンガポール・中国

　 その他の地域……　イギリス・アメリカ

　　３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（経営企画、管理、

経理等）に係る費用であります。

　前第３四半期連結会計期間　　  712,458千円

　前第３四半期連結累計期間　　1,969,929千円 

　　４　会計処理の方法の変更

　　　前第３四半期連結累計期間

　　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。

　なお、従来の方法によった場合に比べて、損益に与える影響はありません。

　　　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18

年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行ってお

ります。

　なお、従来の方法によった場合と比べて、損益に与える影響は軽微であります。

　　　（換算レートの変更）

　当社は、従来、在外子会社の収益及び費用について、決算日の直物為替相場により円貨へ換算しておりました

が、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨へ換算する方法へ変更しております。

　この変更は、在外子会社の事業規模が拡大したこと及び近年の為替相場の急激な変動を契機として、一時的な

為替相場の変動による期間損益への影響を平準化し、会計期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸

表に反映させるために行うものであります。

　この変更により、当第３四半期連結累計期間においては、従来の方法によった場合と比較して、東南アジアセ

グメントの売上高は131,403千円、営業利益は135,645千円減少し及びその他の地域セグメントの売上高は

403,792千円、営業利益は376,285千円増加しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 東南アジア 中南米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 8,255,095178,2821,277,8789,711,255

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 18,957,305

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

43.6 0.9 6.7 51.2

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 東南アジア 中南米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 5,285,758239,6821,403,7786,929,218

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 14,286,120

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

37.0 1.7 9.8 48.5

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 東南アジア 中南米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 22,063,146667,7303,292,12226,022,998

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 51,720,217

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

42.6 1.3 6.4 50.3

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 東南アジア 中南米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 19,012,487745,5383,244,46123,002,486

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 45,542,871

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

41.8 1.6 7.1 50.5

　

EDINET提出書類

ダイハツディーゼル株式会社(E01477)

四半期報告書

26/32



(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　２　各区分に属する主な国又は地域　

(1)東南アジア　……　韓国・中国・シンガポール・フィリピン

(2)中南米　　　……　ブラジル

(3)その他の地域　…　イギリス・アメリカ

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。　

　　４　会計処理の方法の変更

　　　前第３四半期連結累計期間

　　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18

年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。

　なお、従来の方法によった場合と比べて、売上に与える影響はありません。

　　（換算レートの変更）

　当社は、従来、在外子会社の収益及び費用について、決算日の直物為替相場により円貨へ換算しておりました

が、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨へ換算する方法へ変更しております。

　この変更は、在外子会社の事業規模が拡大したこと及び近年の為替相場の急激な変動を契機として、一時的な

為替相場の変動による期間損益への影響を平準化し、会計期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸

表に反映させるために行うものであります。

　この変更により、当第３四半期連結累計期間においては、従来の方法によった場合と比較して、東南アジアセ

グメントの売上高は129,621千円減少し、中南米セグメントの売上高は4,365千円、その他の地域セグメントの

売上高は306,054千円それぞれ増加しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

570.31円 494.45円

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 86.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純利益金額 81.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 2,759,398 2,579,775

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,759,398 2,579,775

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,839,100 31,838,047

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 17.18円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純利益金額 41.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 547,294 1,306,156

普通株式に係る四半期純利益(千円) 547,294 1,306,156

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,838,926 31,837,937

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    本    操    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋    留    隆    志    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ハツディーゼル株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社

の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    本    操    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋    留    隆    志    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ハツディーゼル株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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